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Ecological studies on Precis almana LINNAEUS (Nymphalidae) 
in Miyazaki 
II, Life cycle of the butterfly in the plains of Miyazaki 


‘TERUNOBU SEKI 


宮崎 県 下 で は , どく 近年 まで , 主として 日 南海 岸 に お ける 若干 の 採集 記録 "12 の と よっ て , 偶 産 種 GKE) CH 
定 さ れ て いた タテ ハモ ドキ Precis almana LINNAEUS (タテ ハチ ョ ウ 科 ) が , 1964 年 以来 , 吉川 2?2526 の 調査 に 
よっ て 日 南海 岸 一 帯 で は か な り 発 生 し て いる と と が わか り , 偶 産 か 土着 か に つい て 論議 され る と と ろ と な っ た . 

一 方 , 宮崎 市 を 中 心 と する 宮崎 平野 で は , 1963 年 以降 , 筆者 !? が 調査 を は じ め て いた が , 1965 年 に は , He, 
ALAS, 野中 ら に よっ て 大 発生 が 確認 され る に 至り , いよ いよ 土着 の 可能 性 が 強く な っ て きた . 

筆者 は , と れ ら の 調査 活動 の な か で , 宮崎 平野 で の 土着 を 究明 する 手がかり と し て , 先 に 宮崎 市 に お ける 成虫 越 
冬 の 実態 を 明らか に し て きた が 9。 今回 は , 宮崎 平野 で の タテ ハモ ドキ の 新しい 食 草 , オギ ノ ツメ Hygrophila 
lancea (THUNB.) Mrougr (キツ ネ ノ マ ゴ 科 ) に よる 周年 経過 こつ いて 調査 し , 確実 に 土着 し て いる と と を つき と 
め た の で 報告 する . 

日 本 で の タテ ハモ ドキ の 周年 経過 に つい て は , 鹿 児島 県 大 隅 半 島 南 端 の 佐多 町 一 帯 に お ける イワ ダレ ソウ Lippia 
nodiflora L. C. RICHARD (クマ ツ ヅ ラ 科 ) に よる 調査 結果 が , 福田 ? に よっ て 明らか に され て いる だ け で ある か 
D, 宮崎 平野 で の オギ ノ ツ メ に と よる 周年 経過 の 解明 は , と れ が 最初 の 記録 で や る . し た が っ て , 日 本 に お ける タテ 
ハモ ドキ の 土着 地 は , 現在 確認 され て いる 鹿児島 県 大 隅 半島 南端 の 佐多 町 大 泊 と 田尻 ? の ほか に , 新しい 土着 地 と 
し て 宮崎 市 を 中 心 と する 宮崎 平野 が 追加 され る . も ちろ ん , 日 南海 岸 で の 土着 も 間違い の な いと と ろ で ある が , Z 
れ に つい て は 吉川 か ら 報 告 が ある も の と 思う . 

本 稿 を 草 す る に あたっ て は , 九州 大 学 の 白水 隆博 士 か ら 六 献 の ご 教示 や 親切 な 助言 を 賜わり , ご ど 多忙 の と と ろ を 
校 闘 の 労 ま で と っ て いた だ いた 。 と と 銘 記し て 心から 感謝 の 意 を 表す る . 

な お 本 報 は , 1967 年 8 月 9 BH, 日 本 生物 教育 会 第 22 回 全国 大 会 (松本 大 会 ) で 発表 し た 講演 要旨 に , ATOR 
見 を 補足 し て まとめ た も の で ある . 

材 料 と 方 法 

調査 の 対象 は , タテ ハモ ドキ Precis almana LrNNAEUS (Nymphalidae) T, 周年 経過 の 野外 調査 は , 主として 
宮崎 市 下北 方 町 お よび 状 塚 町 一 帯 の タテ ハモ ドキ 発生 地 で 行ない , 累代 飼育 は , 宮崎 市 下北 方 町 に ある 宮崎 県 立 宮 
崎 商業 高等 学校 の 生物 準備 室 お よび 屋外 で 行なっ た ・ 

令 期 を 記録 す る た め の 幼 虫 の 飼育 方 法 は , 卵 か ら 2 令 まで は , AE 85cm, R3 17cm; 3 令 か ら 4 令 まで 
は , 内 径 11.5cm, 深 さ 2.7 cm ; 5 令 か ら 羽 化 ま で は , 内 径 14.5cm, R& 3.0cm の シャ ー レ を 使用 し , 1 個 の 
シャ ー レ に 2 頭 ずつ 収容 し て 行なっ た . その 他 の 幼虫 は , 30X34X30 cm の 木製 飼育 箱 ま た は , 25X21X45 cm の 
金 綱 張り の 飼育 箱 で 多数 を 飼育 し , 記録 を 確認 し た 

幼虫 の 食 草 は 。 すべ て オギ ノ ツ ァ Hygrophila lancea (THUNB.) Mroosr (Acanthaceae) を 用 いた . 
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成虫 の 生存 日 数 の 調査 は , 第 1 世代 か ら 第 4 世代 まで は , 口径 12cm, 深 さ 10 cm の 素 焼 ば ち K 1 頭 ず つ 収 容 し , 
大 型 シ ャ ー レ を ふた に し て 飼育 し た . 第 5 世代 は , 素 焼 ば けち お よび , 25X21X45 cm の 金網 張り の 飼育 箱 を 用 いた . 
た だ し , 4 月 以降 は , 素 焼 ば ち に 収容 し て いた 個体 も すべ て 金網 張り の 飼育 箱 5~10 頭 ずつ 移し 入れ , 日 中 は 屋 
外 に 出し て 飛翔 活動 が で きる よう に し て 飼育 し た . 

成虫 の 給餌 は , 10% sucrose 水溶 液 を 用 い , 第 1 世代 か ら 第 4 世代 まで の 実験 で は , 1 日 に 1 回 ずつ と けい ぎ ざ 
ちか ら 直 接 与え た . 第 5 世代 は 越冬 成虫 で , 外因 性 休眠 を する の で , 室温 が 18'C 以 上 に 上 昇 し チョ ウ が 活動 で きる 
日 を 選び , その 日 1 日 に つい て 1 回 給 令 する と と を 原則 と し た . た だ し , 気温 が 18C 以 下 の 日 で も 摂 食 する 個体 に 
は 給餌 し た 場合 が あぁ あり, 記録 を と っ た . 

野外 で の 生存 日 数 を 調査 する た め に 行なっ た marking の 方 法 は , 幼虫 を 飼育 し て 羽化 させ た 個体 の は ね の つけ 
ね に , 黒色 の マジ ッ ク イ ンク で マー ク し て 野外 に 放し , 5 日 毎 に 放 蝶 区 を 巡視 し て “捕え て マー ク し , また 放す " 
方 法 で 記録 を と っ た . 

吸 蜜 植物 の 調査 は , 野外 で チョ ウ が 植物 の 花 に と まっ て 口 器 QW) DTL, 80 秒 以上 静止 し て いた も の を 吸 
蜜 と 判定 し て 記録 し た . 








調査 結果 と 飼育 結果 


最初 に , 宮崎 平野 に お ける オギ ノ ツ メ と イワ ダレ ソウ の 分 布地 を 示す と , Fig.1 の と お り で ある . と と に は , と 
ん に ち ま で に タテ ハモ ドキ が 採集 また は , 目撃 され て いる 地区 に つ 
いて の 調査 結末 を 示し た . な お , 日 南海 央 で の イワ ダレ ソウ と オギ 
ノ ツ メ の 分 布地 は , 吉川 2? の 記録 か ら 作製 し た . 

Rit, 発生 回 数 を 確認 する た め に , 宮崎 市 で 野外 調査 と 並行 し な 
が ら 実 施し た 羅 代 飼育 の 結果 を 示す と , Tab. 1 の と お り で ある . 
幼虫 の 発育 は , 気温 に 左右 され る と と ろ が 大 きく , 幼虫 の 発育 期 が 
低温 期 に か か る 第 1 世代 と , 第 5 世代 の お そい も の で は , 幼生 期 が 
40~50 日 間 を 要 し た . 第 2 世代 か ら 第 4 世代 まで は 順調 に 発育 し , 
と の 調査 で は 第 3 世代 の 発育 経過 が 最も は や く , 良好 で あっ た . 

累代 成虫 を 飼育 し て 記録 し た 生存 日 数 は , Tab. 2 の と お り で , 
世代 を 重ね る ご と に 生存 日 数 が 延長 する 傾向 が 見 られ た . 10 月 中 に 
羽化 する 秋 型 成虫 は , 外因 性 休眠 を 行ない な が ら 越 冬 す る . 野外 で 
採集 し た 秋 型 成虫 が , 確実 に 越冬 する とこ と は すでに 調査 ずみ で あっ 
た が 1 の, と と に 示し た よう に , 羽化 日 か ら 死 亡 日 まで の 寿命 が 
調べ られ た の は , と れ が 最初 の 記録 で も る . も ちろ ん , 飼育 に よる 
生存 日 数 を その まま 自然 状態 で の 生存 日 数 と みな す と と は で き な い 
の で , 野外 で マー キン グ に よる 調査 を 行なっ て 比較 し て みた . その 


























結果 は , Tab. 3 の と お り で ある . Fig. 1. Distribution of Hygrophila 

as lancea and Lippia nodiflora, 

夏 型 の 調査 は , 1966 年 7 月 15 日 か ら 1966 年 9 月 15 日 まで , マー the food-plants of Precis al- 

ク し た 個体 が 全く 採集 で き な く な る 日 まで 続け た . マー ク し た 個体 mana, in Miyazaki Prefec- 
が 最後 に 採集 され た 日 を 最長 生存 日 数 と みな す と , 46 日 間 に な る . sid 


@ Habitat of Hygrophila lancea. 
秋 型 の 調査 は , 1966 年 11 月 5 日 か ら 1967 年 6 月 15 日 まで 継続 し A Habitat of Lippia nodiflora. 


て 実施 し た が , 秋 型 の 最長 生存 日 数 は 206 日 間 で あっ た . 実際 に は , 
放 蝶 区 域外 へ の 分 散 や , 天敵 に よる 死亡 な ど が ある わけ で ある が , 予測 し た 日 数 に 近い 結果 が 得 ら れ た ・ 

また , 野外 で 成虫 の 寿命 を 支配 し て いる 吸 蜜 植物 に つい て 調査 し た 結果 は , Tab. 4 の と お り で ある . タテ ハモ 
ドキ は 吸 蜜 と は 別 C, も る も 好 ん で 吸水 18 する は か, キシ ュ ウ スズ メ ノ ヒ エ Paspalum distichum L. や , Z 
ズ メ ノ ヒ エ Paspalum Thunbergii Konm な どの 腐っ た 種子 ( 穂 ) か ら 吸 汁 す る も の が 多く , 摂 食 は か な り 広 範 
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Tab. 1. Rearing records by generations 
* : number of dead larvae 






































Larval | Pupal 
58 Egg- Hachin Nomor 1st 2nd 3rd 4th Pupa- | Emer- Sex stage | stage 
FG laying g viduals moult. | moult. | moult. | moult. | tion gence | o |a ( (number(number 
cy 2 of days)lof days) 
3 May 6 May 9 May 13 May 17 May 24 May 3 Jun.| 9 
I | 25 Apr. | 22 | | | | | | 10 | 40.8 10.8 
4 May 7 May 10 May 14 May 19 May 26 May 7 Jun./(* 3) 
22 Jun. 24 Jun. 26 Jun. 28 Jun. 30 Jun. 5 Jul. 10 Jul.| 6 
E | 18 Jun. | 12 | | | | | | 23.1 6.1 
23 Jun. 25 Jun. 27 Jun. 29 Jun. 2 Jul. 7 Jul 13 Jul 6 
2 Aug. 6 Aug. 5 
W | 18 Jul. 21 Jul. 12 23 Jul. 24 Jul. 26 Jul. 28 Jul. | | 20.5 4.8 
3Aug. 8 Aug. 7 
16 Aug. 18 Aug, 19 Aug. 21 Aug. 23 Aug. 28 Aug. 2Sep.| 7 
WI12Aug. | 12 | | | | | | 22.1 6.0 
17 Aug. 19 Aug. 20 Aug. 22 Aug. 24 Aug. 29 Aug. 5Sep. 5 
15 Sep. 17 Sep. 19 Sep. 21 Sep. 28 Sep. 28Sep. 80ct.| 6 
V | 11 Sep. | 12 | | | | | | 4| 29.1 11.0 
16 Sep. 18 Sep. 20 Sep. 22 Sep. 25 Sep. 20ct. 12 Oct. (* 2) 
20 Oct. 24 Oct. 28 Oct. 2Nov. 7 Nov. 14 Nov. 25 Nov.| 5 
(V) 18 Oct. | 22 | | | | | | 5| 48.3 14.4 
21 Oct. 26 Oct. 30 Oct. 4 Nov. 10 Nov. 17 Nov. 5 Dec. (*12) 














Tab. 2. Longevity of adults by generations 









































Ge "og, Ni f 2 f 

人 PN SS Seasonal form Pe Date of death Longevity | Average 
i 2 10 summer f, 5 Jun. 26 Jun. —21 Jul. 21 — 45 38.4 

S 10 summer f, 5 Jun. 27 Jun. —20 Jul. 22 — 45 35.6 

T 9 10 summer f. 6 Jul. 31 Jul — 8 Sep. 25 — 64 45.2 

A 10 summer f. 6 Jul. 29 Jul —21 Nov. 22 —138 52.0 

m 9 10 summer f. 6 Aug. 3 Sep. —20 Dec. 28 —136 63.4 

e 10 summer f. 6 Aug. 15 Sep. —30 Dec. 40 —146 77.0 

" 9 10 summer f, 5 Sep. 2 Nov.— 3 Feb. 58 —151 116.8 

A 10 summer f. 5 Sep. 9 Oct. —15 Jan. 84 —132 98.8 

V る 24 autumn f. 17 Oct. 10 Dec. —18 Jun. 54 —244 174.5 

o 23 autumn f, 17 Oct. 10 Dec.—16 Jun. 94 —242 181.6 

囲 に わた っ て いる . 


な お , 吸 蜜 植物 の 学名 は , 北村 ・ 村 田 ・ 堀 29。 お よび 塚本 22223 こよ っ た . 

周年 経過 (発生 回 数 ) に つい て は , 野外 の 調査 で は , 成虫 の 生存 日 数 が な が い 関 係 で , 第 2 化 以 後 は 発生 期 が 重 
な っ て くる た め 正 確 に は わか り に くい が , ZSIABISORNRC, 野外 で の 観察 結果 を も と に し て 周年 経過 表 を 作製 し 
て みる と , Tab 5 の と お り に な る . 

発生 回 数 は , 最も お そい 経過 を た どる も の で は 年 3 世代 に な る が , 順調 な 経過 を た どる も の で は , 第 1 化 は 5 
月 下旬 か ら : 第 2 化 は 6 月 下旬 か ら 第 3 化 は 7 月 下旬 か ら : 第 4 化 は 8 月 下旬 か ら : 第 5 化 は 10 月 上 旬 か ら 成 
虫 が 発生 し , 年 に 5 世代 を 繰り 返す と と が 確認 され た . 
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Tab. 3. Longevity of adult in the fields confirmed by the marking method 
































Seasonal Number of Records of capture : 
form individuals (date/number of individuals) Longest life 
20 Jul. 25 Jul. 30 Jul. 5 Aug. 10 Aug. 15 Aug. 20 Aug. 
15 Jul. '66— 
Summer ~ 14 12 9 10 6 3 3 30 Aug. '66 
Se 25 Aug. 30 Aug. 4 Sep. 9 Sep. 15 Sep. 46 
0 1 0 0 0 
10 Nov. 15 Nov. 20 Nov. 25 Nov. 30 Nov. 10 Dec. 20 Dec. 
12 8 2 6 4 0 2 
30 Dec. 10 Jan. 20 Jan. 30 Jan. 11 Feb. 20 Feb. 28 Feb. 
5 Nov. '66— 
Autumn 0 0 0 0 0 0 0 30 May '67 
form 30 
10 Mar. 20 Mar. 1 Apr. 10 Apr. 20 Apr. 30 Apr. 10 May 206 
0 4 7 9 3 3 2 
20 May 25 May 30 May 5 Jun. 10 Jun. 15 Jun. 
1 0 1 0 0 0 








Tab. 4. Flowers visited by the adults at the plains of Miyazaki 





Plants 





Paspalum distichum L. 
Paspalum Thunbergii KUNTH 


Summer 
forms 





Echinochloa Crus-galli P. Beauv. var. caudata KITAGAWA 
Oenanthe javanica (BLumg) DC. 


Cirsium japonicum DC. 
Cosmos bipinnatus Cav. 
Tagetes erecta L. 


Chrysanthemum morifolium Ramat. 


Chrysanthemum coronarium L. 


Sonchus oleraceus L. 
Astragalus sinicus L. 
Trifolium repens L. 


Veronica caninotesticulata MAKINO 


Veronica persica Porr. 


Cardamine flexuosa WITHERING 
Capsella Bursa-pastoris MEDICUS 


Raphanus sativus L. 
Brassica Napus L. 
Brassica juncea L. 
Allium fistulosum L. 
Fragaria Ananassa DUoH. 


Polygonum japonicum MEISN. 


Gomphrena globosa L. 


Vandellia anagallis (BoRw.) Yamazaxı var. verbenaefolia (Corsw.) YAMAZAKI 


Lippia nodiflora (L.) L. C. RioH. 
Hygrophila lancea (Tuuns.) Mra. 


COO 





KOK © 


Autumn 
forms 


O 
O 


OOOO WE ODD QUU OO O0O00000 
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Tab. 5. Life cycle of Precis almana at the plains of Miyazaki 


A:adult (fau) A:adult (fae) E:egg L:larva P: pupa 
Q : Breeding records in laboratory, but not seen in the field 




























































































S Mar.| Apr. | May | Jun. | Jul. | Aug. | Sep. | Oct. | Nov. | Dec. | Jan. | Feb. 
(HEIN. V) AAA AAA AAA | (Q9 | GO 
E|EEE EEEI® 
I LLL|LLL LOO 
PP PPO (9 
A AAA| AAA [QU 
EEE|EEE!|O 
I LLL/ILLL/|@®® 
P|PPP| P@® 
A|AAA;AAA|AAA|A®@@®!@@O@ 
EEE EEE EEE|E(QO 
LLL LLL|LLL' LOQO 
I P|PPP|PPP| PP® | ® 
A|AAA| AAA AAA | AQ | @@@ | (0 
AAIAAAIAAAIAAAIAAAIAAA 
EEE|EEE|EEE| E®® 
LLL|LLL|LLL|EL(QO 
IV P|PPPIPPPIPPP|PGQO!QG 
A|AAA|AAA| AQQ | @@@ | 990 
AA|AAA AAA|AAA|AAA AAA 
EEE|EEE!E(€D 
V LLL|LLLI|LL( 
P|PPP|/PPP|P®®|® 
AAAIAAAIAAAIAAAIAAA 
考 EX 


越冬 成虫 が 産卵 を 開始 する 時 期 は , 正確 に は わか っ て いな い が , 03 月 に は いる と 訪 花 し て 吸 蜜 する 個体 が ふえ 
て くる と と , ② 最も は や い 越 冬 成 虫 の 交尾 記録 が 3 月 4 日 (66) で ある と と , 春の 産卵 植物 オギ ノ ツ メ の 発芽 
が 3 月 中 旬 か ら は じ ま る と と , な どの 理由 か ら 3 月 下旬 頃 に な る と 推定 され る ・ 

第 1 化 の 成虫 ( 夏 型 ) は , は や いも の で は 5 月 下旬 か ら 羽 化し て くる が , 個体 数 は 非常 に 少な い . その 原因 は , 
は っ きり し な いと と ろ も ある が , ① 3 月 に は いる と 一 斉 野 焼き が 行なわ れる と と , O0 早期 水稲 種まき 準備 の た 
めか ん が い 用 水路 の 整備 が は じ ま り , 水路 内 や 水路 周辺 に 生育 し は じ め て いる オギ ノ ツ メ が 取り 除 か れ て し まう と 
L, ③ へ り リコ プター に よる 農薬 の 空中 散布 が 行なわ れる と と , な ど が 影響 し て いる と 思わ れる . 事実 , 第 1 化 の 幼 
虫 は , 早期 水稲 の 植付け を 行なわ な い 普 通 作 地 帯 の , 整備 の お くれ て いる 水路 内 に は えて いる オギ ノ ツ メ か ら 発 見 
され る と と が 多い ")。 

夏 型 と 秋 型 の 季節 型 の 交替 期 は , 9 月 下旬 に こ な る よう で , 秋 型 の 初発 は 9 月 10 日 (67), 夏 型 の 終 発 は 10 月 9 日 
C66) の 記録 が ある が , 10 月 中 旬 以 降 は 秋 型 が 羽化 する . そし て , 10 月 中 旬 に 羽化 する 秋 型 が 越冬 成虫 の 主力 に な 
Z. と の と と は , Tab. 8 に 示し た よう に 飼育 個体 に つい て も 追 完 され, 確実 に 越冬 する と と が 証明 され た . 

宮崎 平野 で の タテ ハモ ドキ の 分 布 様式 や , 個体 数 の 変動 に つい て は 別 報 で 論議 し た い が , 1 年 の うち で 最も 個体 
数 が 多い の は , 10 月 で ある . その 理由 と し て は , Tab. 5 の 結果 か ら も 推察 され る よう に , ① 10 月 に は 第 3 世代 の 
夏 型 と 秋 型 , 第 4 世代 の 夏 型 と 秋 型 , 第 5 世代 の は や い 秋 型 が 同時 に 見 られ る と と , O 調査 地 周辺 で は , 早期 水稲 
の あと に 誠二 期 作 を 行なわ な いと と ろ が ふえ て お O, そこ と に 生育 し て くる スズ メ ノ ト ウ ガ ラ レシ Vandellia anagallis 
(BuRw.) Yamazaki var. verbenaefolia (Corsw.) YAMAZAKI (Scrophulariaceae) が 第 二 の 食 草 と し て 利用 され 
る と と , ③⑬ 農薬 の 散布 が 少な く な っ て くる と と , な ど が 考え られ る . その せい か , Xi» の 出現 も と の 頃 が 一 
BBW. 
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タテ ハモ ドキ の 食 草 オギ ノ ツ メ に つい て は , AR? に も , AB CH (と も 白水 隆博 士 か ら の ご 教示 ) 記載 が 
あり な が ら , 信 ぴ ょ う 性 の 点 で 疑問 視 さ れ , 確証 が な いま ま に と ん に ち に 至っ て いた . Hot, オギ ノ ツ メ が タテ 
ハモ ドキ の 食 草 に な る と と が 正しく 認め られ た の は , 宮崎 市 で の 記録 1 や が は じ め て で , オギ ノッ メ に よる 周年 経 
過 の 実態 が 明らか に され た の は , 人 筆者 に よる 今回 の 発表 が 最初 で ある . 

オギ ノ ツ メ は 多年 草 で , 3 月 中 旬 に 発芽 し , 11 月 下旬 の 降 靖 期 ま で 連続 し て タテ ハモ ドキ の 食 草 に な っ て いる . 
も っ と も る , 7 月 以降 11 月 下旬 まで は , 一 部 , スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ (ゴマ ノ ハ グ サ 科 : 一 年 草 ) も 利用 され る が , 
オギ ノ ツ メ が 主流 で ある と と に 変わ り は な い . な お , 日 南海 岸 の 局 地 で は と れ に イワ ダレ ソウ (クマ ツ ゾ ヅラ 科 ; 多 
年 草 ; 周年 ) が 追加 され る . 

宮崎 平野 で は , 11 月 中 旬 の 降 靖 期 に も まだ 若干 の 幼虫 や 映 が 残っ て いる と と が ある が , オギ ノッ ツメ が 腹 害 で 枯死 
する に つれ て , cao oS) eiie 30x UC UE 2. も ちろ ん , 直接 の 死因 は 低温 に よる も の で , と この 時 期 に 採集 
し た 幼虫 を 室温 で イワ ダレ ソウ を 与え て 飼育 し て みて も , 暴 化 する 個体 は か な りあ る に も か か わら ず は ほとん ど が 虹 
の まま 死亡 し て し まい , 羽化 し な い . と の 時 期 の 野外 で の 最終 羽化 の 記録 と し て は , 12H5H 1$ C66) が ある 
だ け で ある . と れ ら の 記録 か ら 考察 する と , 宮崎 平野 で は , f) eso: x34 88872c RC v. 

以上 , 調査 結果 と 飼育 結果 を 総合 し な が ら , 若干 の 考察 を 行なっ て きた が , 宮崎 平野 で の タテ ハモ ドキ の 周年 経 
過 の 大 勢 は , 先 に 福田 ? が 報告 し た 鹿児島 県 佐多 岬 で の 結果 と 大 差 は な い . し か し , ① 新 食 草 オ ギ ノ ツメ に よる 
周年 経過 の 実態 を 解明 し た と と , ② 宮 崎 平 野 で の 最初 の 発生 を 1963 年 と みて 起算 し て みて も , 1967 年 まで に 5 年 
を 経過 し , その 間 連 続 し て 発生 が 確認 され た と と に よっ て 土着 地 が 北上 し た と と を 明らか に し た 点 が 新知 見 で あ 














り , 重要 で ある . 
摘 zx 
(1) 宮崎 平野 に 生息 し て いる タテ ハモ ドキ は, SIME GUESS ee UU nt 
実に 土着 し て いる と と を つき と め た . 
(2) 宮崎 平野 で の 食 草 は , オギ ノ ツ メ (キツ ネ ノ マ ゴ 科 : SER; 3 月 11 月 ) で ある が , 一 部 で は , スズ メ ノ 





トウ ガラ シ (ゴマ ノ ハ グ サ 科 : 一 年 草 : 7 月 て 11 月 ) が 利用 され る . 

(3) 周年 経過 (発生 回 数 ) は , 年 に 3 世代 か ら 5 世代 に な る が , 最も 順調 な 経過 を た どる も の で は , 第 1 化 は 5 
月 下旬 : 第 2 化 は 6 月 下旬 : 第 3 化 は 7 月 下旬 : 第 4 化 は 8 月 下旬 : 第 5 化 は 10 月 上 旬 か ら 成 虫 が 発生 する . た 
だ し , 成虫 の 寿命 が 長い 関係 で , 各 世 代 の 間 に は か な り 深 い 重 な り 合 い が あ る . 

(4) 越冬 態 は 成虫 で . その 主力 は 10 月 に 羽化 する 第 4 化 の 秋 型 で も る が , 一 部 第 3 化 の お そい 秋 型 と , 第 5 化 の 
は や い 秋 型 が これ 加わる. 

(5) 11 月 下旬 以降 は , BOSE CHET SOC, 卵 や 幼虫 は 死滅 し て し まい , eed 12 月 上 旬 ま で し か 確認 
し て いな い . 
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Summary 


It is confirmed that Precis almana Linnaeus has been established at the plains of Miyazaki City from 
about 1963 and its larvae feed on Hygrophila lancea (THUNB.) Mrougr (Acanthaceae) in this district. 
The butterfly alternates 3-5 generations a year. In the case of 5 generations, the adults appear at the 
ends of May, June, July and August and the begining of October. After November the larvae and eggs 
died both from cold and a shortage of food-plant, which is nipped by the frost. However the adults 
of the last generation emerged in October hibernate and lay eggs in the next spring. 





長崎 に お ける アオ タテ ハモ ドキ の 発生 


松本 岳 士 ・ 松 本 佳 久 ・ 松 本 徳夫 
長崎 市 扇町 16-10 


アオ タテ ハモ ドキ (Precis orithya LINNAEUS) は , 東洋 熱帯 に 広く 分 布 す る も の で , AS, 琉球 各 島 順に は 
普通 で , 奄美 大 島 以 南 に お いて は 土着 種 と 考え られ て いる . BAS, 種子 島 , 九州 本 鳥 南部 お よび 西部 の 海岸 地帯 
で も 採集 例 が 多く , 夏 よ り 秋 に か け て ほとん ど 連 年 見 られ て いる が , と れ ら の 地域 に お いて は 春季 に 本 種 が 見 出さ 
れ た 例 が な く , その た め 土 着 種 で は な く 偶 産 種 GRR) と 考え られ て いる . 

長崎 県 下 で は 夏 て 秋季 に 多数 の 個体 が 同一 地区 に 見 られ た と と が あり (1953 年 長崎 市 , 茂木 , 道 ノ 尾 , 長 与 方 
面 1962 年 西彼杵 郡 三 重 村 , 池崎 善博 氏 幼 虫 6 頭 採集 1963 年 西彼杵 郡 三重 村 , 池崎 善博 氏 幼虫 16 頭 採集 な どう , 
と れ は 迷 蝶 に 由来 する 一 時 的 な 発生 と 考え られ て いる . 

し か し と の 数 年 , 長崎 県 下 に お いて 本 種 は 比較 的 笑 で , 昨年 は 長 





























崎 市 西北 町 で 1 $(1967.8.19) が 採集 され た の み の よ う で ある . 私 Eg R & | A # 
達 は , 本 年 10 月 , RKHHORB~AM ict, 本 種 の 多数 の 個 LR M EE 
体 を 発見 し た の で と と 報告 する . 採集 ま よ び 目 撃 し た の は 次 の 通 1968.10.6 3 9 9 1 
uir MERE) $|i|i 
終り に 色々 と 御 教示 を 頂い た 九州 大 学 の 白水 隆 先 生 に 厚く 御礼 を 計 4 2 5 1 
申 上 げ ま す . 
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